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会長挨拶	 伊藤会長

ようこそ！熊本中央ロータリークラブの皆様！
本日は友好クラブの熊本中央RCの方が多数例会に
来て頂きました。
遠路はるばるお越し頂き有難うございます。
昨年 5月20日に熊本へ友好クラブの調印式に伺った
時には大変お世話になりました。
翌日のゴルフも楽しませて頂き感謝申し上げます。
本日例会終了後に親睦交流会もございますので多数
ご参加宜しくお願い致します。
本日の卓話は平和構築と紛争予防月間「ウクライナ
の今」。
日本ウクライナ文化交流協会会長 小野様、宜しく
お願い致します。
先日ロータリーIMの講演にて「ロータリーの国際

平和の精神を学び実践しよう」を拝聴しました。
現在国連に勤務され、ウクライナで活動しておられ
る井上悦子さんの講演でした。
先週の例会でもお伝えしましたが、海外へ避難した
人が1,400万人、人口の約 3分の 1です。
現在も600万人以上の国内避難者、44％が現金収入
なしという状況のようです。
このような状況を想像することは日本人にとって難
しいことだと思います。
今日はウクライナの今を理解したいと思います。
また、先週 6日にトルコ東部大地震が発生し、死者
数が 2 万8,000人超え、更に派閥間抗争が激化し、救
助活動にも支障がでているようです。
金品の略奪も起こり48人が逮捕され、治安が悪化し
ているようです。

熊本中央RC　立野直前会長

本日の例会

第1878回例会　令和 5年 2月20日
今週の歌　「Imagine」
卓　　話　平和構築と紛争予防月間
　　　　　「国際ロータリー2660地区としての
� ウクライナ支援」
 井伊圭一郎
� 2022－23年度IM第 2組ガバナー補佐エレクト

前回の記録

次回の例会

第1879回例会　令和 5年 2月27日
今週の歌　「我らの生業」
卓　　話　前月�職業奉仕月間�振替卓話
　　　　　「職業奉仕について」
　2022－23年度職業奉仕委員会�
� 委員長　小
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本日、地区より義援金の案内がありました。
ご協力宜しくお願いします。
それでは、いつもの健康情報についてお伝えしたい
と思います。
今日は「小麦と脳と腸の関係」の話です。
まず脳と腸は繋がっているということです。
緊張したらお腹の調子が悪くなったことありますよ
ね。
小麦のグルテンに問題があり、モチモチなのが中毒
性があり体には良くないんです。
グルテンは腸にへばり付いて炎症を起こし腸内環境
を悪化させます。
腸にダメージを与え続けると脳にも悪影響を起こす
ということです。
現代は毎日パンを食べている人は多いと思います
が、認知症が増えている一つの原因かもしれません。
パン、うどんなど好きな方は多いと思いますが、食
べ過ぎない、 1ヶ月に 1回、 2回ぐらいにした方がい
いかと思います。
皆様、ご参考にして下さい。

ゲスト紹介
	 親睦活動委員会　本田副委員長

本日はゲストスピーカーとして日本ウクライナ文化
交流協会会長 小野元裕様と奥様、大阪西南RCより
IM第 5 組ガバナー補佐エレクト 上田勝嗣様、そして
熊本中央RCより直前会長 立野文生様、会長エレクト
坂口滋一様、友好クラブ推進委員会委員長 上原大助
様、江頭由佳様、福田博之様、藤本真一様、波佐間
英樹様、飯星宗美様、増岡範昭様、三藤省三様、田尻
晋哉様、子出藤 税様、盧 麗娜様、そして大阪西南
RCより長谷川沙織様、吹田RCより会長エレクト 疋田
陽造様にお越し頂いています。
本日の例会をごゆっくり楽しんで下さい。

熊本中央RC立野直前会長挨拶
	 熊本中央RC　立野直前会長

吹田西ロータリークラブの皆さまこんばんは、熊本
中央ロータリークラブ直前会長の立野です。
本日は、宜しくお願いします。
早いもので、熊本地震の時、復興支援として、いち
早く熊本に来てくださり復興の歯車としてお相撲さん
を引き連れての支援をして頂きました。
あれから 6 年です。地震、水害と重ねてコロナの
為、もっと早く友好クラブとしてすべきところでした
が、昨年ようやく友好クラブ調印式を行うことが出来
ました。

そして、貴クラブ例会に訪問する事が出来た事に感
謝したいと思います。
今後も、益々両クラブの友好関係が深まりますよう
宜しくお願い致します。

幹事報告	 橋本（芳）幹事

改めて、ようこそ熊本中央ロータリークラブの皆さ
ん、例会にお越しくださいました。
例会・交流会を楽しんでください。
会員全員にお土産を頂きました。熊本中央RCの皆
さんありがとうございます。

1．来週は、伊藤智秋ガバナー補佐訪問があります。
2 �．2023－24年度版ロータリー手帳の申し込みを受付
に置いてます。
　　 2月20日までに申し込みして下さい。
3 �． 2 月結婚月のお祝いのお花をお送りしておりま
す。おめでとうございます。

出席報告	 出席委員会　島倉委員長

●会　員　数　42名　　出席会員数　37名
●来　　　客　18名　　本日の出席率　94.87％
● 1月30日の出席率（メーキャップ含む）100％

ロータリー財団委員会　	 長屋委員長

本日、ポールハリスソサエティメンバーである木下
会員よりポリオプラスへ＄784.6をご寄付いただきま
した。

次年度幹事報告	 坂本次年度幹事 

2023年 3 月13日19時より第 1回次年度理事会を行い
ますので対象者の方は出席お願いします。

ニコニコ箱	 荻田SAA

●熊本中央ロータリークラブ一同　本日は熊本中央RC
より13名で参加させて頂きます。久しぶりの友好ク
ラブの皆様との親睦を楽しみにしております。
●家村会員　熊本中央RCの皆様、ようこそ大阪吹田
へ。お久しぶりです家村です。今日は大いに友好の
輪を深めて下さい。
●木下会員　本日お越しの熊本中央RC、大阪西南
RC、吹田RCの皆様、ようこそお越しくださいまし
た。
●井伊会員　たくさんのお客様を迎えての例会、よろ
しくお願いいたします。



●橋本（芳）会員　ようこそ、熊本中央ロータリークラ
ブの皆様。
●瀧川（健）会員　ようこそ熊本中央RCの皆様。
●坂本会員　熊本中央ロータリークラブの皆様、よう
こそ吹田へ、よろしくお願いします。
●橋本（徹）会員　熊本中央ロータリークラブの皆様を
お迎えして。
●伊藤会員　ようこそ！ 熊本中央RCのみなさん。
●坂口会員　ようこそ！ 熊本中央RC！
●榎原会員　熊本中央RCメンバーをお迎えして！
●阿部会員　ようこそ、熊本中央RC皆さま。

　　　　　　　　本日のニコニコ箱� 53,000円
　　　　　　　　累計のニコニコ箱� 1,031,000円
　　　　　　　　累計のニコニコB� 12,000円

平和構築と紛争予防月間
「ウクライナの今」
　　　日本ウクライナ文化交流協会
 会長　小野　元裕 様

（井伊圭一郎パスト会長（2023－24年度IM第 2 組AGE）ゲスト）

2 月24日から始まったロシアのウクライナ侵攻は、
いかなる理由があろうとも許されるものではない。国
際法違反などといった生やさしい表現では到底言い表
すことができない。非人道的な蛮行であり、悪魔の仕
業だとしか考えられない。
では、なぜこのような筆舌に尽くし難い事態に至っ
たのか。それは、歴史を紐解くしかない。
9世紀後半から13世紀半ばまで栄えたキエフ大公国

（キエフ・ルーシ）。そこに東スラブ人が豊かに暮らし
ていた（12世紀末から13世紀初めまでの人口は700万
〜800万人）。
ところが、1240年タタールによってキエフが包囲さ
れた。所謂タタールのくびきだ。やがてキエフ大公国
は消滅し、14世紀から17世紀半ばにかけてウクライ
ナ、ロシア、ベラルーシに分化する。
240年という時が流れ、モスクワ公国が強大にな
り、1480年にタタールを追い出す。
この歴史的事実をもって、タタールを追い出したモ
スクワ（つまりロシア）は兄で、タタールに制圧され
ていたキエフ（つまりウクライナ）は弟であるとロシ
ア人は言う。ウクライナ人は反論する。モスクワは
元々キエフから生まれたので、キエフ（つまりウクラ
イナ）は母で、モスクワ（つまりロシア）は子ども
だ、と。兄弟と母子では関係が大きく違う。この考え

卓　　　話

方の違いが21世紀まで尾を引いている。
時代は下ってソ連時代。スターリンは、「ロシアは
ロシアから始まった」という歴史を構築するため、徹
底的にウクライナ人を殲滅する。1932年〜1933年にス
ターリンはウクライナからすべての食料を奪い、ウク
ライナ人を餓死させた。ソ連崩壊後明るみになった餓
死者数は300万人とも500万人ともいわれ、正確な人数
は分かっていない。さらに、1930年頃ハリキフでコブ
ザ弾き（コブサール）大会を開き、郊外の谷間で数百
人を殺す。コブザ弾きは日本の琵琶法師に似ている。
コブザという弦楽器を弾きながら盲目の人が歴史を語
る。歴史を抹殺するための非人道的殺人としか言いよ
うがない。
スターリンの死後、フルシチョフはスターリン批判
をする。そのなかで、ウクライナが好きな彼はウクラ
イナに頭を下げ、お詫びにクリミアをウクライナに移
管した。
ところが、1991年にソ連が崩壊しウクライナが独立
しようとした際、ロシアはウクライナにクリミアを返
せと要求した。しかし、ウクライナは聞かなかった。
このときからロシアはクリミアを狙うことに。
歴史はぐっと近づく。2014年、マイダン革命の混乱
に乗じて、ロシアはクリミアに進駐し、出鱈目な住民
投票を行い、占領した。ウクライナにある核兵器を放
棄すれば、他国から墨守するというロシア、米国、英
国の間で1994年に結ばれたブダペスト覚書は事実上無
視された。さらに、ロシア軍はドネツクやルガンスク
に攻め入る。
2008年グルジア侵攻でロシアは南オセチアとアブハ
ジアを国家承認したので（世界は認めず未承認国家と
して残る）、今回も攻撃はドネツク、ルガノスクまで
だと思っていた。ウクライナ人だけでなくロシア人を
含む世界中の人がそう信じていた。しかし、甘かった。
北はベラルーシから、南はクリミアから、そして東
はドンバスからロシア軍はウクライナを攻め、キエフ
を陥落させようとしている。
プーチンの狙いはロシア・ベラルーシ・ウクライナ
のスラブ連合を創設し、そのトップの席に座り、ソ連
をもう一度作り直すことに他ならない。KGBのスパ
イとして東ドイツにいたプーチンは、ソ連崩壊により
そこで仕事を失い、国を失った。だから、ソ連をもう
一度見ないと死ぬに死ねない。そのような個人的な恨
みが積もりに積もり、それが彼を狂気に走らせた。
プーチン 1人のために、多くのウクライナ人は苦し
み、世界の秩序は大きく乱れている。もはやプーチン
を止め、排除するしかない。



Suita West RC

熊本中央RCとの親睦交流会

卓話者　日本ウクライナ文化交流協会 会長　小野　元裕�様

例会終了後に熊本中央RCのメンバーと記念撮影


